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あらまし：社会においていかなる場面でも必要となる読解力であるが,どのような思考プロセスをたどる
必要があるのか理解できておらず,読解力の能力向上がうまくいかない学習者が多く存在している.本研究
では読解において必要となる思考プロセスを心的表象の構築と比較とし,多肢選択問題を対象にキットビ
ルド概念マップを用いて,これらの方法を確立し練習できる環境を設計した. 
キーワード：読解の思考プロセス, 心的表象の構築, 心的表象の比較, キットビルド概念マップ, グラフィ
ックオーガナイザー 

 
 

1. はじめに 
「長い文章を読んで理解すること」，「論理的に（筋

道を立てて）考えること」を得意とする小学生が少

ないことが調査により示されている(1)．これは，そ

もそも文章の内容を理解できていない，理解はでき

ているが，それを上手く利用できないなどの原因が

考えられる．本研究では，学習者が文章の内容を正

しく理解する，そして，それを利用して文章の内容

に関して正誤を問う問題に答えられるようになるた

めの演習環境について提案する． 
文章を理解するとは,読み手が与えられた文章に
則して一貫した心的表象を構築して記憶した状態で

あるとされている(2)．構築される心的表象は,逐語的
表象，命題的テキストベース，状況モデルの３つの

レベルがあるとされる(3)．逐語的表象は文章中の文

言をそのまま記憶した情報である．命題的テキスト

ベースは意味として関連のある情報が命題と呼ばれ

る単位でまとめられ，それらをネットワーク構造と

して構成される表象である．状況モデルはさらに既

有知識や推論などを加えたものである．状況モデル

は文章に書かれていない事象も含むため必ずしも文

章内容を再現した表象ではない．  
心的表象の構築の支援に有効とされている方法と

してグラフィックオーガナイザー(以下 GO)がある．
GO とは思考の流れを可視化した表現方法である(4)．

読解においては学習者が予め作られた GO を見なが
ら文章を読む方法(見る学習)と学習者が文章を読み
ながらゼロから GO を作る方法(作る学習)があり，
それぞれの利点として見る学習には正しい理解に導

きやすいという点，作る学習には能動的な学習がで

きるという点がある．双方の利点を持ち合わせた支

援方法が望ましい． 
文章の理解を簡単に評価する方法として多岐選択

式による内容確認問題がある．これは選択肢の中か

ら文章の内容と一致するものなどを選択させるもの

で，内容を理解できていれば正解できるものである．

これは構築した心的表象の利用として考えられ，文

章に関する心的表象に加えて，問題の選択肢に関す

る心的表象を構築し，それらを比較することと位置

付けることができる．つまり，文章に関する問いに

解答できるようになるためには，この心的表象の比

較活動をできるようにすることが必要となる． 

2. キットビルド概念マップによる読解にお

ける意味の把握・確認の支援の提案 
本研究で提案する演習環境に求められることは，

(1) 文章に関する心的表象の構築において正しい理
解に導きながら能動的な学習ができること，(2) 問
題を解くための思考として文章と問題の心的表象の

比較ができることの 2つである． 
文章に関する心的表象の構築において正しい理解

に導きながら能動的な学習ができるようにするため

には，先行研究であるキットビルド概念マップ（以

下 KBマップ）(5)を用いる．KBマップでは，教授者
が作成した概念マップを分解して，概念マップ作成

時に部品として配る．この部品提供によって，正し

い理解に導きながら能動的な学習ができるようにす

る． 
問題を解くための思考として文章と問題の心的表
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象の比較については，それぞれの概念マップにおけ

る命題の一致をキットビルド概念マップとして演習

化する．ここで学習者が考えることは，2 つの概念
マップのノードやリンクの同一性である．ある 2つ
の命題について，ノードとリンクが全て一致してい

るのなら，その 2つの命題は同一である，つまり，
同じ内容であると考えられる．基本的に問題の選択

肢の中から正解を見つけ出すのは，一致している命

題（の集合）を探すこととなる．ただし，内容が同

じでも文章としての表現が異なっている場合には，

心的表象の変更も必要となる． 

3. 内容確認問題の分類と演習方法 
本研究において内容確認問題への解答を心的表象

の比較と考え，文章と問題の心的表象の構築・変形・

比較を KB マップの構築・操作において支援する．
学習者が多肢選択問題を解く際には①文章全体と問

題の心的表象の構築，②文章と問題の表象の（場合

によっては変形した上で）比較，③比較結果から解

答の生成，が必要となる．本研究ではこれらの操作

を①文章全体と問題をそれぞれ KB マップで再構成
する，②（場合によっては追加の命題も構成した上

で）文章と問題の概念マップの間に一致リンクをつ

なぐ，③一致リンクの接続結果から解答を行う，と

演習できる環境を提案する． 
本研究では，内容確認問題を心的表象の変形の有

無やその種類によって，以下のように分類した． 
1. 文章と問題との間に概念を追加する必要がな

く，直接的に結び付けることができるもの 
2. 文章と問題との間に概念を追加する必要があ

るもの 
2-1. 選択肢に抽象化を伴う言い換えが発生し

ているもの 
2-2. 別の概念の性質による言い換えが発生し

ているもの 
2-3. 部分的な要約が行われているもの 

本稿では，文章と問題との間に概念を追加する必要

があり，選択肢に抽象化を伴う言い換えが発生して

いるものを紹介する．図 1〜図 4 は抽象化を伴う言
い換えが必要なもののキットと関係形を示す．図 1
と図 2は①，図 3は②，図 4は③に対応する．これ
らを順に行うことで内容確認問題を心的表象の比較

として実施する．特に図 3，4で示す追加の命題は選
択肢の抽象化のために用意したものである．  

4. まとめと今後の課題 
本研究では，内容確認問題における文章と問題の

表象の構築・変形・比較を，読解における心的表象

の構築・変形・比較と捉え，キットビルドによる概

念マップの構築・操作による演習環境の設計・構築

を行った． 
本研究の課題として，これらの手法の有効性の評

価や，文章と問題との間に別のつながりがあるもの

があると考えられるため，より多くの分類を探し出

すことがある． 

 
図 1 文章の内容の概念マップ作成のためのキット 

 
図 2 問題の内容の概念マップ作成のためのキット 

 
図 3 文章と問題の比較のためのキット 

 
図 4 文章と問題の比較の完成形 
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